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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

原子力プラント安全性向上のための炉心溶融デブリ炉内保持

（IVR）技術の実現を目指し、放射線照射効果が沸騰冷却の限界低

下に与える効果を検討して、その冷却性能低下を阻止する手法を

開発するとともに、ハニカム多孔質体（HPP）を用いた下向き伝熱

面の革新的冷却手法を導入することで、実機条件を模擬した放射

線照射下においても超臨界軽水炉のIVRの限界性能を飛躍的に向

上させる手法を開発することを目的として、以下の研究開発を行

う。 

１）放射線照射効果によるCHF劣化回避策 

２）電解析出法を用いた金属多孔質内部のナノ細孔構造制御手

法の開発 

３）HPP内部構造の微細構造制御による下向き大伝熱面のCHF向上

技術の革新 

４）ナノ流体とHPPによるCHF向上メカニズムの解明・応用 

２．総合評価 
Ｓ 

・伝熱面の除熱性能が優れており、当初の目標を超える成果となっ

ている。また、現行のIVR（In-Vessel Retention）手法は大型炉

には適用できないが、本手法は適用可能なため、今後の発展に期

待ができる。 

・現状の課題を認識し、解決方法も検討がなされているため、現場

実装に期待したい。 

 

 

 

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

 


